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心不全とは

• 心臓のポンプ機能低下に対する代償機転の破

綻により、呼吸困難・倦怠感や浮腫が出現し，

それに伴い運動耐容能が低下する臨床症候群

• 一般向けには

心不全とは，心臓が悪いために，息切れや
むくみが起こり，だんだん悪くなり，生命を縮
める病気です．
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心不全の原因

1. 心筋症

拡張型心筋症、肥大型心筋症

糖尿病・腎不全によるもの

2. 虚血性心疾患（特に心筋梗塞）

3. 高血圧症

4. 心臓弁膜症

僧帽弁狭窄、閉鎖不全

大動脈弁狭窄、閉鎖不全

5. 不整脈

心房細動



Chukyo  Hospital

拡張型心筋症

正常例 拡張型心筋症
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心筋梗塞
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心房細動
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1. 血液を送るポンプと

しての心臓の力が

低下したために生

じる循環不全

2. その結果、体内に

過剰な水分が貯留

心不全の病態と症状
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心不全の一般経過



Chukyo  Hospital

心不全の特徴

• 症状が悪化しても入院加療すれば、症状は軽快し

一見元の状態に戻る

⇒患者は死を意識することが少ない

• 最期に至るまで寛解する可能性が残る疾患であり、

治療の限界点が不明確

⇒患者の自律性が保たれないまま侵襲的治

療が選択されることが少なくない
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心不全緩和ケアの現状

• 緩和ケアの重要性・必要性は認識していても、

タイミングも方法も分からず、終末期となった時

点で症状緩和の薬剤を使用しているのが現状
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中京病院に心不全緩和ケアを導入しよう

心不全多職種チームを中心に活動開始
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2017/12/13 心不全緩和ケアキックオフ勉強会

心不全緩和ケアの導入に向けて

• 概論、ガイドラインの動向、倫理的問題

• 意思決定支援：ACPの概念と実際

• 症状アセスメントとマネージメント、薬剤の使用

方法

運用マニュアルの作成へ
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初回入院/再入院

①終了患者の再入院

6か月以内再入院/治療抵抗性

• 心不全パンフレット（看護師）
• 心不全手帳の活用（看護師）
• 一般的経過と注意点（医師、看護師）

• 必要があれば①を繰り返す
• ACP患者記入用（看護師）

心不全多職種カンファレンスにて
• ACPの必要性検討
• 緩和介入の必要性検討

ACP実施

緩和介入

介入不要
• ACP実施（医師、看護師、がん緩和チーム）
• 症状アセスメント（看護師、がん緩和チーム）

• 緩和ケア実施計画書
（心不全チーム、がん緩和チーム）

• 非薬物介入（心不全チーム、がん緩和チーム）
• 薬物介入（心不全チーム、がん緩和チーム）

①
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安定期を長く続かせるため
治療、心臓リハビリ、生活管理
に取り組みましょう。

心不全の一般経過

時間
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末期心不全の症状の緩和

• 呼吸困難

モルヒネが有効かつ安全

（経口オピオイドは心不全に保険適応なし）

• 疼痛

アセトアミノフェンが推奨される

（NSAIDsは腎機能障害・体液貯留の増悪のリスクがあり、使用を

控える）

• 全身倦怠感

終末期にはミダゾラム（ベンゾジアゼピン系）で鎮静を検討

（コミュニケーションができなくなるため、慎重な判断が必要）
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在宅での看取りの難しさ

• 心不全の治療が症状緩和につながる

酸素吸入や利尿薬・血管拡張薬・強心薬の点滴

• 経口オピオイドが使えない

モルヒネの持続皮下注が必要

在宅での心不全治療を積極展開している施設もあります
ゆめのハートクリニック
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心不全の地域連携
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2019/2/8 中京病院循環器内科 入院患者

心不全急性増悪
103
93
93
91
89
89
86
82
82
79
79
77
76
70
46

平均82.3才

虚血性心疾患
81
80
79
74
71
71
63
59
47

平均69.4才

不整脈
86
84
81
79
76
72
60
54

平均77.5才

その他
70
63
62
58

平均63.3才
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超高齢社会における心不全パンデミック

• 人口の高齢化に伴い心筋梗塞、心筋症、心房細

動、心臓弁膜症など循環器疾患の行き着く先で

ある高齢心不全患者が増加の一途

• 地域全体で心不全患者を支えるシステムが必要
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中京病院 連携病院 連携施設

かかりつけ医

外来主治医

訪問看護

在宅リハビリ

外来心リハ

心不全地域連携クリニカルパス （兼 入院診療計画書）

入院日
入院予定期間
説明日
主治医、看護師

パス

入所日
説明日
主治医、看護師

パス

入院日
入院予定期間
説明日
主治医、看護師

パス

同意書
日付 年 月 日
署名 （続柄 ）
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• 心不全の病態、治療

• 今後の内服薬調整（β遮断薬の使い方、利尿薬の調整法など）

• 侵襲的（積極的）治療の余地の有無

• 病状悪化時の対処法

• 心不全のセルフケアに関する情報（理想体重、運動強度、水分摂取）

• 入院中の心リハと今後の運動に関する情報（外来心リハの有無）

• 緩和ケアに関する情報
心不全の経過に関する説明
ACPの有無とその内容
DNARの有無とその内容
終末期の対応方法

地域連携で病院から伝えるべきこと
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今年も5月に開催予定です。ぜひご参加ください。


